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対訳

パーシー・ ビッシュ ・シェリｒ自由への賦」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳 ・木版画

神　保　　　穣

まえがき

　フランス革命、ナポレオン戦争と全ヨーロッパに吹き荒れた戦いの嵐が１８１５年のウイーン会議

で一応おさまった。だが民衆の困窮は続き自由を求める声が強か った。そんな民衆の声を代弁し

てシェリ（Ｐ…ｙ　Ｂｙ・・ｈ・ Ｓｈ・１１・ｙ，１７９２－１８２２）は詩劇『プロミシウス解縛』（１８２０年初版）を書いた
。

そしてこの初版出版に際しシェリは９篇の詩を自ら選びこれ等の詩はいずれも『プロミシウス』

の理想主義に繋がるもので特別な意味をもつのであるから念入りに仕上げるようにと出版社に指

示している 。

　『プロミシウス』の理想主義とはシェリがピーコノク（Ｔｈ．ｍ。。 Ｌ。。。 Ｐ。。。。。ｋ， １７８５－１８６６）と出会

って（１８１２年１１月）以来二人を中心に精力的に行われたギリシァ 研究の成果がシェリの渡伊（１８１８

年３月）後はじめて花開いた結果である 。その中心思想はプラトンの、とりわけ愛の思想とソポ

クレースの崇高さである 。

　９篇の冒頭を飾るのが「ねむりくさ」 、末尾を締めるのが「自由への賦」である 。「ねむりく

さ」で春の訪れと共に園に涯る愛と生気は社会の調和を意味し、ｒ自由への賦」で人類の歴史上

自由が国民の堅固な意志の上に築かれたのは紀元前５世紀のアテーナイであったという 。９篇の

詩は９編緒ではじめて意味を持つ。ところが今まではそのように扱われたことが滅多になく今

回この９篇をまとめて翻訳し本誌では「自由への賦」を猪谷寛教授に「ねむりくさ」を奥村功教

授に捧げたい 。

　尚、原文の美しさも味わっていただくために対訳とし、私の木版画を添えることによりいっ

そうその雰囲気を感じ取って戴けるものと確信する 。

２００１年１２月１３日

＊　近日中に出版される下記単行本の色刷図版を御覧いただければ版画の芸術性を味わ っていただけると思う 。『ねむりぐ

さ「プロミーシウス解縛」と共に出版されたシェリの九篇の詩』訳注 ・木版画　神保萩　大阪教育図書２００２年３月 。

（４０７）
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（１８２０）

　　　　　　　　「自由」の座

（シェリの詩）自由への賦　第五連 ６９－７５行

　　　　　　　　　　アテーナイは、更に神々しくも 、

　　　　　　　かんむり　　　　　　かがや
　　　　円柱を冠と据え輝いた、人々の　　　　　　　　　　７０

　　意志の上に、金剛石の山上の如く 。

　　　　それは汝「自由」がいたからだ、その

すべてを創り出す技が、死んだ不滅の神々に

　　劣らぬほどの、大理石の不滅の像を 、

　　あの丘に住まわせた。汝の最初の玉座で最後の託宜の地。　　　７５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８２０年）

（４０８）



パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保） ７７

「自由」の座

（４０９）



７８ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１０）
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パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保） ７９

自由への賦

されど「自由」 、なおもお前の軍旗、裂かれても翻り 、

あらし

雷嵐の如く風を受けて流る 。　　バイロン

Ｉ

　　　　た　み
輝かしい国民再び

　世界の民の電光を揮った。「自由」が

心から心へ、塔から塔へ、スペイン中に 、

　伝染する火を空に振り撒きながら 、

　　　　　　　　　　　　　しりぞ輝いた。我が魂、狼狽なる鎖退け 、

　　　素早い歌の翼に身を包み 、

　　　た　か　　　　　つ　よ
　　　崇高く 、力強く 、

　　　　あした　　　　　　　　　か
（若わしの朝の雲間を翔けるが如く）

　うたいつつ例のえじきの上空を舞う 。

　　遂に名にし負う「天界」の居所より

　　　　　　　　　　　　たま
　「精霊」のつむじ風が我が魂をたたき 、

　　いのち　　　ひ

　　生命の炎をもやすいと蓬かなる天球の光 、

虚空を満たしつ、背後から投射さる 、

　疾走する船から泡が尾を曳くように。してその時

　　　　　　　　　　　　　　　　　しる　天の深みから声が聞こえた、それを記そう 。

５

１０

１５

ＩＩ

「日輸」と清澄なる「月」が起り
、

　混沌の中に燃える星々が「天界」の深みに

投げ上げられた。巧みな作りの大地 、

　　　　せかい　　　うみ
　あの、宇宙の洋に浮かぶ島は

　　　　　　　　　　かか
万物支える大気の霊に懸っていた 。

　　　だがこのこよなく聖き宇宙は

　　　尚混沌と呪いの世界

それは汝が不在故。そして権力が最悪より 、更に悪を生み 、

　　　　こ二ろ
　野獣の精心がたきつけられ 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１１）
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　　Ｔ１１１ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｓｔａｍ　ｔｈｅ１ｒ　ｍ蛆ｏｓｔ　ｓｏｕ１ｓ　ａｒｅ　ｄｙｅｄ
，

　　Ｄｒｏｖｅ　ｔｈｅ　ａｓｔｏｍｓｈｅｄ　ｈｅｒｄｓ　ｏｆ　ｍｅｎ　ｆｒｏｍ　ｅｖｅｒｙ　ｓ１ｄｅ

３５

４０

４５

ＩＶ

Ｔｈｅ　ｎｏｄｄｍｇ　ｐｒｏｍｏｎｔｏｒ１ｅｓ，ａｎｄ　ｂ１ｕｅ１ｓ１ｅｓ

　　Ａｎｄ　ｃｌｏｕｄ－１１ｋｅ　ｍｏｕｎｔａｍｓ　ａｎｄ　ｄ１ｖ１ｄｕｏｕｓ　ｗａｖｅｓ
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Ｇｒｅｗ　ｓａｖａｇｅ　ｙｅｔ，ｔｏ　ｈｕｍａｎ　ｕｓｅ　ｕ岨ｅｃｏｎｃ１１ｅｄ
，

　　Ａｎｄ
一，

１１ｋｅ　ｕｎｆｏｌｄｅｄ　ａｏｗｅｒｓ　ｂｅｎｅａｔｈ　ｔｈｅ　ｓｅａ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１２）
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　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保）

　　　　こころ　　　　　　　こころ
　　鳥の精心、魚の精心がたきつけられて 、

　互いに彼等は争い合い、絶望の心

　　かき抱き 、休戦も期限もなしに嫡じゆく 。

彼等の冒漬された養育者（大地）の胸は

　口申いた。野獣は野獣に、虫は虫に

　人は人に戦いをしかけたから 。すべての者の胸が嵐の地獄であった 。

８１

２５

３０

ＩＩＩ

堂々たる姿の人類は、次々に増殖させた 、

　彼の世代を「日輸」の玉座ある

天蓋のもと 。宮殿やピラミッド 、

　寺院や牢獄が群なす民衆にあるのは
　　　　　　　　　　　偉ら
まるで山の狼たちに岩の洞があるようなもの 。

　　　この人問の生ける群集は

　　　野蛮、狡滑、盲目 、粗野であった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゆうみつ
汝ｒ自由」なきが故に。そしてその人口欄密な荒廃地の逢か上空に 、

　広大な海原の上空にかかるすさまじい雲の如く 、

　　　　　　かか　　「圧制」が懸っていた。下には神と奉られ 、

　妹分の疫病で、奴隷達の召集者が坐した 。

　　彼女の大いなる翼の陰に

暴君や僧侶　　彼等は金と血を食いものにして

　魂の奥まで稜れで染まっている奴ら　　が

　あっ けにとられた民衆の群を追い込む 。

３５

４０

４５

ＩＶ

ギリシアの、肯く岬、青い島 、

　雲のようにも浮かぶ山、たわむれからむ波たちは 、

　　　　　　　　　　　　　　　え　み
慈しみ深い「天界」の、あふれる微笑を

　浴び輝いた。彼らの不思議な洞窟からは

予言の木魂、かすかな旋律を楽奏す 。

　　　　　　　　　　げんや
　　　おそれを知らぬ原野には

　　　やさしいぶどうに、麦、オリーブが

自然のままに生えていた、まだ人の食には供されず 。

　更に、海底に開いた花のように 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１３）

５０



８２ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

　　　Ｌ１ｋｅ　ｔｈ
ｅ　ｍａｎ

’ｓ　ｔｈｏｕｇｈｔ　ｄａｒｋ　ｍ　ｔｈｅ　ｍｆａｎｔ’ｓ　ｂ
ｒａｍ

　　Ｌ１ｋｅ　ａｕｇｈｔ　ｔｈａｔ１ｓ　ｗｈ１ｃｈ　ｗｒａｐｓ　ｗｈａｔ１ｓ　ｔｏ　ｂｅ，

　　　　Ａｒｔ’ｓ　ｄｅａｔｈｌｅｓｓ　ｄ－ｒｅａｍｓ１ａｙ　ｖｅ１１ｅｄ　ｂｙ　ｍａｎｙ　ａ　ｖｅｍ

Ｏｆ　Ｐａｒ１ａｎ　ｓｔｏｎｅ ，ａｎｄ　ｙｅｔ　ａ　ｓｐｅｅｃｈ１ｅｓｓ　ｃｈ１１ｄ

　　Ｖｅｒｓｅ　ｍｕｒｍｕｒｅ
ｄ， ａｎｄ　Ｐｈ１１ｏｓｏｐｈｙ　ｄ１ｄ　ｓ廿ａｍ

　　Ｈｅｒ１１ｄ１ｅｓｓ　ｅｙｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈ
ｅｅ ，ｗｈｅｎ　ｏ

’ｅｒ　ｔｈｅ　Ａｅｇｅａｎ　ｍａｍ

５５

６０

Ｖ

Ａｔｈｅｎｓ　ａｒｏｓｅ　ａ　ｃ１ｔｙ　ｓｕｃｈ　ａｓ　ｖ１ｓ１ｏｎ

　　Ｂｕ１１ｄ．ｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｐｕｒｐ１ｅ　ｃｒａｇｓ　ａｎｄ　ｓ１１ｖｅｒ　ｔｏｗｅｒｓ

Ｏｆ　ｂａｔｔ１ｅｍｅｎｔｅｄ　ｃ１ｏｕｄ
一， ａｓ　ｍ　

ｄｅｒ１ｓ１ｏｎ

　　Ｏｆ　ｋｍｇ１１ｅｓｔ　ｍａｓｏｍｙ　ｔｈｅ　ｏｃｅａｎ
－Ｈｏｏｒｓ

Ｐａｖｅ１ｔ ，ｔｈｅ　ｅｖｅｍｎｇ　ｓ
ｋｙ　ｐａｖｌ１１ｏｎｓ１ｔ

，

　　　　　Ｉｔｓ　ｐｏｒｔａ１ｓ　ａｒｅ　１ｎｈａｂ１ｔｅｄ

　　　　　Ｂｙ　ｔｈｕｎｄ
ｅｒ・ｚｏｎさｄ　ｗｍｄｓ， ｅａｃ

ｈ　ｈｅａｄ

Ｗ１ｔｈｍ１ｔｓ　ｃ１ｏｕｄｙ　ｗｍｇｓ　ｗ１ｔｈ　ｓｕｎ一丘ｒｅ　ｇａｒ１ａｎｄｅ

ｄ－

　　Ａｄ１ｖｍｅｗｏｒｋ－Ａｔｈｅｎｓ ｄ１ｖｍｅｒｙｅｔ
，

　　　　Ｇ１ｅａｍｅｄ　ｗ１ｔｈ １ｔｓ　ｃｒｅｓｔ　ｏｆ　ｃｏ１ｕｍｎｓ，ｏｎ　ｔｈｅ　ｗ１１１

　　Ｏｆ　ｍａｎ　ａｓ　ｏｎ　ａ　ｍｏｕｎｔ　ｏｆ　ｄ１ａｍｏｎｄ　ｓｅｔ
，

　　　　Ｆｏｒ　ｔｈｏｕ　ｗｅｒｔ，ａｎｄ　ｔｈｍｅ　ａ１ｌ－ｃｒｅａｔ１ｖｅ　ｓ
ｋ１１１

Ｐｅｏｐ１ｅｄ， ｗ１ｔｈ　ｆｏｒｍｓ　ｔｈａｔ　ｍｏｃｋ　ｔｈｅ　ｅｔｅｍａ１ｄｅａｄ

　　Ｉｎ　ｍａｒｂ１ｅ　ｍｍｏ血ａ１１ｔｙ，ｔｈａｔ　ｈ１１１

　　Ｗｈ１ｃ
ｈ　ｗａｓ　ｔｈｍｅ　ｅａｒ１１ｅｓｔ　ｔｈｒｏｎｅ　ａｎｄ１ａｔｅｓｔ　ｏｒａｃ１ｅ

６５

７０

７５

ＶＩ

Ｗ１ｔｈｍ　ｔｈｅ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　Ｔｍｅ’ｓ　Ｈｅｅｔｍｇ　ｒ１ｖｅｒ

　　Ｉｔｓ　ｗｒｍｋ１ｅｄ　ｍａｇｅ１１ｅｓ，ａｓ　ｔｈｅｎ１ｔ１ａｙ

Ｉｍｍｏｖａｂ１ｙ　ｍｑｕ１ｅｔ，ａｎｄ　ｆｏｒ　ｅｖｅｒ

　　Ｉｔ　ｔｒｅｍｂ１ｅｓ，ｂｕｔ１ｔ　ｃａｍｏｔ　ｐａｓｓ　ａｗａｙ－

Ｔｈｅ　ｖ０１ｃｅｓ　ｏｆ　ｔｈｙ　ｂａｒｄｓ　ａｎｄ　ｓａｇｅｓ　ｔｈｕｎｄｅｒ

　　　　　　Ｗ１ｔｈ　ａｎ　ｅａｒｔｈ－ａｗａｋｅｍｎｇ　
ｂ１ａｓｔ

　　　　　　Ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｃａｖｅｍｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｐａｓｔ

（Ｒｅ１１ｇ１ｏｎ　ｖｅ１１ｓ　ｈｅｒ　ｅｙｅｓ ，Ｏｐｐｒｅｓｓ１ｏｎ　ｓｈｒｍｋｓ　ａｇｈａｓｔ）

　　Ａ　ｗｍｇさｄ　ｓｏｕｎｄ　ｏｆ』ｏｙ，ａｎｄ１ｏｖｅ，ａｎｄ　ｗｏｎｄｅｒ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１４）

８０



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保）

　　赤児の脳裡、人の未知なる思想のように 、

　来たるべきものをおおいつくす何かあるもののように 、

　　芸術の不滅の夢がパロスの大理石の木目模様におおわれていた 。

そして、まだ言葉を知らぬ子供が

　ｒ詩」をつぶやき 、「哲学」は汝を求めて

　しかと目を見開いた。その時エーゲ海上に 、

８３

５５

６０

Ｖ

アテーナイが起った。それは想像力が 、

　　　　　い　し　づくり
　堂々たる石工建築をあさ笑う如く 、

薄紫の切り立つ岩や胸壁なす雲の
　　　　　　　ま　ち
　銀の塔で築く都市。大海原が

床となり 、夕べの空が円天井 。

　　　その城門には

　　　雷電の国の風が見張り番、その頭 、

雲の翼に包まれて日輸の火の花冠をつける 、

　まさに神の技！　アテーナイは、更に神々しくも 、

　　　　　　　　　かがや
　　円柱を冠と据え輝いた、人々の

　意志の上に、金剛石の山上の如く 。

　　それは汝「自由」がいたからだ、その

すべてを創り出す技が、死んだ不滅の神々に

　劣らぬほどの、大理石の不滅の像を 、

　あの丘に住まわせた。汝の最初の玉座で最後の託宜の地 。

６５

７０

７５

ＶＩ

　　　　　　　　かわおも
飛び行く「時」の川面の

　小波にゆれるその姿、揺れつつも

　　　　　　　　　　　　　とこしえ
不動であった時そのままに、永遠に

　揺れても消え去ることはない 。

汝の詩人や賢者の声は
　　　　　　　　　　か　ぜ
　　　大地を覚ませる強風で轟く 、

　　　過去の洞窟貫いて 。

（「宗教」は目をおおい、「抑圧」は縮んでしまう 。）

　それは歓喜と愛と驚嘆の翼あるひびき 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１５）

８０



８４ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

　　　Ｗｈ１ｃｈ　ｓｏａｒｓ　ｗｈｅｒｅ　Ｅｘｐｅｃｔａｔ１ｏｎ　ｎｅｖｅｒ 日ｅｗ
，

　　Ｒｅｎｄｍｇ　ｔｈｅ　ｖｅ１１ｏｆ　ｓｐａｃｅ　ａｎｄ　ｔｍｅ　ａｓｍｄｅｒ－

　　　Ｏｎｅ　ｏｃｅａｎ　ｆｅｅｄ．ｓ　ｔｈｅ　ｃ１ｏｕｄｓ， ａｎｄ　ｓ位ｅａｍｓ　ａｎｄ　ｄ
ｅｗ ，

Ｏｎｅ　Ｓｕｎ１１１ｕｍｍｅｓ　Ｈｅａｖｅｎ ，ｏｎｅ　Ｓｐｍｔ　ｖａｓｔ

Ｗ１ｔｈ１１ｆｅ　ａｎｄ１ｏｖｅ　ｍａｋｅｓ　ｃｈａｏｓ　ｅｖｅｒ　ｎｅｗ
，

　　Ａｓ　Ａｔｈｅｎｓ　ｄｏｔｈ　ｔｈｅ　ｗｏｒ１ｄ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｙ　ｄｅ１１ｇｈｔ　ｒｅｎｅｗ

８５

９０

ＶＩＩ

Ｔｈｅｎ　Ｒｏｍｅ　ｗａｓ，ａｎｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｙ　ｄｅｅｐ　ｂｏｓｏｍ　ｆａ１ｒｅｓｔ
，

　　Ｌ１ｋｅ　ａ　ｗｏ１ｆ－ｃｕｂ　ｆｒｏｍ　ａ　Ｃａｄｍａｅａｎ　Ｍａｅｎａｄ
１，

Ｓｈｅ　ｄｒｅｗ　ｔｈｅ　ｍ１１ｋ　ｏｆ　ｇｒｅａｔｎｅｓｓ，ｔｈｏｕｇｈ　ｔｈｙ　ｄｅａｒｅｓｔ

　　Ｆｒｏｍ　ｔｈａｔ　Ｅ１ｙｓ１ａｎ　ｆｏｏｄ．ｗａｓ　ｙｅｔ　ｕｎｗｅａｎさｄ

Ａｎｄ　ｍａｎｙ　ａ　ｄｅｅ
ｄ　ｏｆ　ｔｅｒｒ１ｂ１ｅ　ｕｐｒ１ｇｈｔｎｅｓｓ

　　　　　Ｂｙ　ｔｈｙ　ｓｗｅｅｔ１ｏｖｅ　ｗａｓ　ｓａｎｃｔ１丘ｅｄ
，

　　　　　　Ａｎｄ　ｉｎ　ｔｈｙ　ｓｍｉ１ｅ，ａｎｄ　ｂｙ　ｔｈｙ　ｓｉｄｅ，

Ｓａｍｔｌｙ　Ｃａｍ１１１ｕｓ１１ｖｅｄ， ａｎｄ丘ｒｍ　
Ａｔ１１１ｕｓ　ｄ

１ｅｄ

　　Ｂｕｔ　ｗｈｅｎ　ｔｅａｒｓ　ｓｔａｍｅｄ．ｔｈｙ　ｒｏｂｅ　ｏｆ　ｖｅｓｔａ１ｗｈ１ｔｅｎｅｓｓ
，

　　　　Ａｎｄ　ｇｏ１ｄ　ｐｒｏｆａｎｅｄ　ｔｈｙ　Ｃａｐ１ｔｏ１１ａｎ　ｔｈ
ｒｏｎｅ

，

　　Ｔｈｏｕ　ｄ１ｄｓｔ　ｄｅｓｅｒｔ，ｗ１ｔｈ　ｓｐ１ｒ１ｔ－ｗｍｇさｄ１１ｇｈｔｎｅｓｓ
，

　　　　Ｔｈｅ　ｓｅｎａｔｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｙｒａｎｔｓ　ｔｈｅｙ　ｓｕｎｋ　ｐｒｏｎｅ

Ｓ１ａｖｅｓ　ｏｆ　ｏｎｅ　ｔｙｒａｎｔ　Ｐａ１ａｔ１ｎｕｓ　ｓ１ｇｈｅｄ

　　Ｆａｍｔ　ｅｃｈｏｅｓ　ｏｆ　Ｉｏｍａｎ　ｓｏｎｇ ，ｔｈａｔ　ｔｏｎｅ

　　Ｔｈｏｕ　ｄ１ｄｓｔ　ｄｅ１ａｙ　ｔｏ　ｈ
ｅａｒ

，１ａｍｅｎｔｍｇ　ｔｏ　ｄ１ｓｏｗｎ

９５

１００

１０５

ＶＩＩＩ

Ｆｒｏｍ　ｗｈａｔ　Ｈｙｒｃａｍａｎ　ｇ１ｅｎ　ｏｒ　ｆｒｏｚｅｎ　ｈｌ１１

，

　　Ｏｒ　ｐｍｙ　ｐ
ｒｏｍｏｎｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｒｃｔ１ｃ　ｍａｍ

Ｏｒ　ｕｔｍｏｓｔ１ｓ１ｅｔ　ｍａｃｃｅｓｓ１ｂ１ｅ
，

　　Ｄ１ｄｓｔ　ｔｈｏｕ１ａｍｅｎｔ　ｔｈｅ　ｍｍ　ｏｆ　ｔｈｙ　ｒｅ１ｇｎ

Ｔｅａｃｈｍｇ　ｔｈｅ　ｗｏｏｄｓ　ａｎｄ　ｗａｖｅｓ，ａｎｄ （１ｅｓｅｒｔ　ｒｏｃｋｓ
，

　　　　　　Ａｎｄ　ｅｖｅｒｙ　Ｎａ１ａｄ
。’

ｓ１ｃｅ
－ｃｏ１ｄ

１皿ｎ
，

　　　　　　Ｔｏ　ｔａ１ｋ　ｍ　ｅｃｈｏｅｓ　ｓａｄ　ａｎｄ　ｓｔｅｍ

１１０

１　Ｓｅｅ　ｔｈｅ　Ｂ〃６ん〃ｏｆ　Ｅｕｒ１ｐ１ｄｅｓ［ＳＨＥＬＬＥＹ’Ｓ　ＮＯＴＥ］

（４１６）



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリｒ自由への賦」（神保）

　　「期待」の翼も未知の城まで翔りゆく 、

　時空のヴェールを引裂きながら 。

　　　　　　　　あまた
　　一つの大洋が数多の雲、流れ、露を養い 、

一つのｒ太陽」が［天界１を輝らし、一つの強力な［精霊１が
　い　の　ち

　生命力と愛でいつも混沌を蘇生させる 。

　アテーナイが汝の喜びで世界を再生するように 。

８５

８５

９０

ＶＩＩ

次にローマがあり 、こよなく美しい汝の胸の奥から 、

　　　　　　　　　　　 マイナス

　狼の仔がカドモス国の狂女から吸うように 、

偉大なる［自由１の乳を吸った、汝の最愛の子
　　　　　　　　　その　かて　　ちばなれ
　アテーナイがまだ楽園の食物から乳離せぬに 。

そして数多のおそるべき高潔な行為が

　　　汝のいとし子により汝に捧げられた 。

　　　　　え　み　　はく
“く

　　　汝の微笑に育まれ、汝のそばで 、

聖者の如きカミルスが生き 、堅忍不抜のアティリウスが死んだ 。

　だが悲しみの涙、汝の純白の衣を稜し 、

　　黄金が汝のカピトリーノの玉座を冒漬すると 、

　汝は捨て去った、妖精の翼の軽快さで 、

　　暴君たちの元老院を。暴君たちは一人の暴君の

奴隷となって平身低頭した。パラティヌス宮の溜息は

　イオニアの歌のか弱い木魂。それを聞かんと

　汝足をにぶらせたけれど、我が調べならずと嘆くのみ 。

９５

１００

１０５

ＶＩＩＩ

ペルシアのヒュルカニア地方のどんな谷から 、又凍える丘から 、

　北極海の松生うる岬から 、

　　　　　　　　はて
又近づきがたい最終の島から 、

　汝はかつての支配の荒廃を嘆いたことか 、

森や海に、はたまた荒れはてた岩山に
　　　　　　　ナイアス
　　　あるは又湖精の氷のような墓一つ一つに 、

　　　悲しく厳しい木魂で語るよう教えたことか 、

１１０

（４１７）



８６ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

Ｏｆ　ｔｈａｔ　ｓｕｂ１ｍｅｓｔ１ｏｒｅ　ｗｈ１ｃｈ　ｍａｎ　ｈａｄ　ｄａｒｅｄ　ｕｎ１ｅａｍ？

　　Ｆｏｒ　ｎｅ１ｔｈｅｒ　ｄ１ｄｓｔ　ｔｈｏｕ　ｗａｔｃｈ　ｔｈｅ　ｗ１ｚａｒｄ　Ｈｏｃｋｓ

　　　　Ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｃａ１ｄ’ｓ　ｄｒｅａｍｓ　ｎｏｒ　ｈａｕｎｔ　ｔｈｅ　Ｄｍｄ’ｓ　ｓ１ｅｅｐ

Ｗｈａｔ１
ｆ　ｔｈｅ　ｔｅａｒｓ　ｒａｍｅｄ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｙ　ｓｈａｔｔｅｒｅｄ１ｏｃｋｓ

　　　　Ｗｅｒｅ　ｑｕｌｃｋ１ｙ　ｄ
ｒ１ｅｄ？ｆｏｒ　ｔｈｏｕ　ｄ１ｄ

ｓｔ　ｇｒｏａｎ，ｎｏｔ　ｗｅｅｐ
，

Ｗｈｅｎ　ｆｒｏｍ１ｔｓ　ｓｅａ　ｏｆ　ｄｅａｔｈ，ｔｏ　ｋ１１１ａｎｄ　ｂｕｍ
，

　　Ｔｈｅ　
Ｇａ１１１ｅａｎ　ｓｅｒｐｅｎｔ　ｆｏｒｔｈ　ｄ１ｄ

　ｃｒｅｅｐ
，

　　Ａｎｄ　ｍａｄｅ　ｔｈｙ　ｗｏｒ１ｄ　ａｎ　ｍｄ１ｓｔｍｇｕ１ｓｈａｂ１ｅ　ｈｅａｐ

１１５

１２０

ＩＸ

Ａ　ｔｈｏｕｓａｎｄ　ｙｅａｒｓ　ｔｈｅ　Ｅａ討ｈ　ｃｒ１ｅｄ，‘Ｗｈｅｒｅ　ａｒｔ　ｔｈｏｕ？ ’

　　Ａｎｄ　ｔｈｅｎ　ｔｈｅ　ｓｈａｄｏｗ　ｏｆ　ｔｈｙ　ｃｏｍｍｇ　ｆｅ１１

０ｎ　Ｓａｘｏｎ　Ａ１ｆｒｅｄ’ｓ　ｏ１１ｖｅ
．ｃｍｃｔｕｒｅｄ　ｂｒｏｗ

　　Ａｎｄ　ｍａｎｙ　ａ　ｗａｒｒ１ｏｒ
－ｐｅｏｐ１ｅｄ　ｃ１ｔａｄｅｌ

，

Ｌ１ｋｅ　ｒｏｃｋｓ　ｗｈ１ｃｈ丘ｒｅ　Ｉ１ｆｔｓ　ｏｕｔ　ｏｆ　ｔｈｅ日ａｔ　ｄｅｅｐ
，

　　　　　Ａｒｏｓｅ　ｉｎ　ｓａｃｒｅｄ　Ｉｔａ１ｙ
，

　　　　　Ｆｒｏｗｎｍｇ　ｏ
’ｅｒ　ｔｈ

ｅ　ｔｅｍｐｅｓｔｕｏｕｓ　ｓｅａ

Ｏｆ　ｋｍｇｓ，ａｎｄ　ｐｒ１ｅｓｔｓ，ａｎｄ　ｓ１ａｖｅｓ，ｍ　ｔｏｗｅｒ－ｃｒｏｗｎｅｄ　ｍａｊｅｓｔｙ
，

　　Ｔｈａｔ　ｍｕ１ｔ１ｔｕｄｍｏｕｓ　ａｎａｒｃｈｙ　ｄ１ｄ　ｓｗｅｅｐ

　　　　Ａｎｄ　ｂｕｒｓｔ　ａｒｏｕｎｄ　ｔｈｅ１ｒ　ｗａｌ１ｓ，１１ｋｅ１ｄ１ｅ　ｆｏａｍ
，

Ｗｈ１１ｓｔ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｈｕｍａｎ　ｓｐ１ｒ１ｔ’ｓ　ｄｅｅｐｅｓｔ　ｄｅｅｐ

　　　　Ｓｔｒａｎｇｅ　ｍｅ１ｏｄｙ　ｗ１ｔｈ１ｏｖｅ　ａｎｄ　ａｗｅ　ｓｔｒｕｃヒｄｕｍｂ

Ｄ１ｓｓｏｎａｎｔ　ａｒｍｓ ，ａｎｄ　Ａｒｔ，ｗｈ１ｃｈ　ｃａｍｏｔ　ｄ１ｅ
，

Ｗ１ｔｈ　ｄ１ｖｍｅ　ｗａｎｄ　ｔｒａｃｅｄ　ｏｎ　ｏｕｒ　ｅａｒｔｈ１ｙ　ｈｏｍｅ

　　Ｆ１ｔ　ｍａｇｅｒｙ　ｔｏ　ｐａｖｅ　Ｈ
ｅａｖｅｎ

’ｓ　ｅｖｅｒ１ａｓｔｍｇ　ｄｏｍｅ

１２５

１３０

１３５

Ｘ

Ｔｈｏｕ　ｈｍｔｒｅｓｓ　ｓｗ１ｆｔｅｒ　ｔｈａｎ　ｔｈｅ　Ｍｏｏｎ－ｔｈｏｕ　ｔｅｒｒｏｒ

　　Ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｏｒ１ｄ’ｓ　ｗｏｌｖｅｓ－Ｔｈｏｕ　ｂｅａｒｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｑｕ１ｖｅｒ
，

Ｗｈｏｓｅ　ｓｕｎ１１ｋｅ　ｓｈａｆｔｓ　ｐ１ｅｒｃｅ　ｔｅｍｐｅｓｔ－ｗｍｇｅｄ　Ｅｒｒｏｒ
，

　　Ａｓ１１ｇｈｔ　ｍａｙ　ｐ１ｅｒｃｅ　ｔｈｅ　ｃｌｏｕｄｓ　ｗｈｅｎ　ｔｈｅｙ　ｄ１ｓｓｅｖｅｒ

Ｉｎ　ｔｈｅ　ｃａ１ｍ　ｒｅｇ１ｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｏｒ１ｅｎｔ　ｄａｙ－

　　　　　Ｌｕｔｈｅｒ　ｃａｕｇｈｔ　ｔｈｙ　ｗａｋｅｎｍｇ　ｇｌａｎｃｅ
，

　　　　　Ｌ１ｋｅ１１ｇｈｔｎｍｇ　ｆｒｏｍ　ｈ１ｓ１ｅａｄｅｎ　ｌａｎｃｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１８）

１４０



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリｒ自由への賦」（神保）

人問どもがよくも忘れたあのいと崇高な知識を 。

　なぜなら汝はスカルド歌謡の夢にでる

　　魔法使いも見守らず、ドルーイド僧の眠りにも出没せずじまい 。

　汝の振り乱された巻毛から撒かれる涙が

　　すぐに乾いたとて何だ、汝は泣かずに口申いたではないか 。

死海から 、焼き殺そうと

　ガラリアの蛇が這い出して 、

　汝の世界を見分けもつかぬ死骸の山にした時 。

８７

１１５

１２０

ＩＸ

　千年の問「大地」は叫んだ、［汝いずこなりや１と 。

　それから汝がや って来る影が

サクソン人アルフレッドのオリーヴを巻いた額に落ちた 。

　　　　つわもの
　そして勇士集う城郭あまた 、

火が平らかな深淵から吹き上げる岩のように 、

　　　聖なるイタリアに起った 。

　　　王族、僧侶、奴隷が織りなす

嵐の海を堂々と塔を戴く高みからにらみつけて 。

　かの諸層入り乱れた混乱は襲い

　　且つ爆発した、城壁の周りに、無益の泡の如く 。

　　　ひ　と　　　こころ
　一方人間の精神の一番深い奥底から
　　　　　　しらべ　　あい　　おそれ
　　不思議な旋律が愛と畏怖で感動させ黙らせた 。

耳ざわりな武器の音を。それから不滅の芸術が 、

　　　　　　　　　　　　　　　　すみか
　聖なる杖を打ち揮い我等の地上の住家に描いた 、

　　　　　とこしえ　　　ド　ー　ム　　　　　　　　　　ふさわ　　　　すがた

　［天界１の永遠の円天井を充たすに適しい 像を 。

１２５

１３０

１３５

Ｘ

　　　　　　　　　　かりて　　　　　よ
汝「月」よりも素早い猟女！　世の狼どもの
　　　　　　　えびら
　恐怖の的！　簾の担ぎ手よ 、

その太陽の如き矢は、嵐の翼で吹きまくる「誤」を射抜く 、

　明け方の東の空の静かなところ 、

しののめ

東雲分けて光射し来る時のよう 。

　　　ルターは汝の喚起の一瞥を捉えた 。

　　　その一瞥、電光の如く 、彼の鉛の槍に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１９）

１４０



８８ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

Ｒｅｎｅｃｔｅｄ， １ｔ　ｄ１ｓｓｏ１ｖｅｄ　ｔｈｅ　ｖ１ｓ１ｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｒａｎｃｅ

　　Ｉｎ　ｗｈ１ｃ
ｈ， ａｓ　ｍ　ａ　ｔｏｍｂ　ｔｈｅ　ｎａｔ１ｏｎｓ１ａｙ

，

　　　Ａｎｄ　Ｅｎｇｌａｎｄ’ｓ　ｐｒｏｐｈｅｔｓ　ｈａ１１ｅｄ　ｔｈｅｅ　ａｓ　ｔｈ
ｅ１ｒ　ｑｕｅｅｎ

，

　　Ｉｎ　ｓｏｎｇｓ　ｗｈｏｓｅ　ｍｕｓ１ｃ　ｃａｍｏｔ　ｐａｓｓ　ａｗａｙ
，

　　　Ｔｈｏｕｇｈ １ｔ　ｍｕｓｔ｛ｏｗ　ｆｏｒｅｖｅｒ　ｎｏｔ　ｍｓｅｅｎ

Ｂｅｆｏｒｅ　ｔｈｅ　ｓｐ１ｒ１ｔ－ｓ１ｇｈｔｅｄ　ｃｏｕｎｔｅｎａｎｃｅ

　　Ｏｆ　Ｍ１１ｔｏｎ　ｄ１ｄｓｔ　ｔｈｏｕ　ｐａｓｓ，ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｓａｄ　ｓｃｅｎｅ

　　Ｂｅｙｏｎｄ　ｗｈｏｓｅ　ｍｇｈｔ　ｈｅ　ｓａｗ，ｗ１ｔｈ　ａ　ｄｅｊｅｃｔｅｄ　ｍ１ｅｎ

１４５

１５０

ＸＩ

Ｔｈｅ　ｅａｇｅｒ　ｈｏｕｒｓ　ａｎｄ　ｕｍ＝ｅ１ｕｃｔａｎｔ　ｙｅａｒｓ

　　Ａｓ　ｏｎ　ａ　ｄａｗｎ－１１１ｕｍｍｅｄ　ｍｏｕｎｔａｍｓ　ｓｔｏｏｄ
，

Ｔｒａｍｐ１ｍｇ　ｔｏ　ｓ１１ｅｎｃｅ　ｔｈｅ１ｒ１ｏｕｄ　ｈｏｐｅｓ　ａｎｄ　ｆｅａｒｓ

　　Ｄａｒ
ｋｅｎｍｇ　ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ１ｒ　ｍｕ１ｔ１ｔｕｄｅ

，

Ａｎｄ　ｃｒ１ｅｄ　ａ１ｏｕｄ，‘Ｌ１ｂｅ廿ｙ一’ Ｉｎｄ１ｇｎａｔ１ｏｎ

　　　　　Ａｎｓｗｅｒｅ
ｄ　Ｐｉｔｙ　ｆｒｏｍ　ｈｅｒ　ｃａｖｅ；

　　　　　Ｄｅａｔｈ　ｇｒｅｗ　ｐａ１ｅ　ｗ１ｔｈｍ　ｔｈｅ　ｇｒａｖｅ
，

Ａｎｄ．Ｄｅｓｏｌａｔ１ｏｎ　ｈｏｗ１ｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｄｅｓｔｒｏｙｅｒ，Ｓａｖｅ，

Ｗｈｅｎ１１ｋｅ　Ｈｅａｖｅｎ’ｓ　Ｓｍ　ｇ耐ｂｙ　ｔｈｅ　ｅｘｈａ１ａｔ１ｏｎ

　　　Ｏｆ １ｔｓ　ｏｗｎ　ｇ１ｏｒ１ｏｕｓ１１ｇｈｔ，ｔｈｏｕ　ｄ１ｄｓｔ　ａｒｌｓｅ
，

　　Ｃｈａｓｍｇ　ｔｈｙ　ｆｏｅｓ　ｆｒｏｍ　ｎａｔ１ｏｎ　ｕｎｔｏ　ｎａｔ１ｏｎ

　　　Ｌ１ｋ
ｅ　ｓｈａｄｏｗｓ　ａｓ１ｆ　ｄａｙ　ｈａｄ　ｃ１ｏｖｅｎ　ｔｈｅ　ｓ

ｋ１ｅｓ

Ａｔ　ｄｒｅａｍｍｇ　ｍ１ｄｍｇｈｔ　ｏ’ｅｒ　ｔｈ
ｅ　ｗｅｓｔｅｍ　ｗａｖｅ

，

　　Ｍｅｎ　ｓｔａ廿ｅ
ｄ， ｓｔａｇｇｅｒｍｇ　ｗ１ｔｈ　ａ　ｇｌａｄ　ｓｕｒｐｒ１ｓｅ

，

　　Ｕｎｄｅｒ　ｔｈｅ１１ｇｈｔｎｍｇｓ　ｏｆ　ｔｈｍｅ　ｕｎｆａｍ１１１ａｒ　ｅｙｅｓ

１５５

１６０

１６５

ＸＩＩ

Ｔｈｏｕ　Ｈｅａｖｅｎ　ｏｆ　ｅａｒｔｈ，ｗｈａｔ　ｓｐｅ１１ｓ　ｃｏｕ１ｄ　ｐａ１ｌ　ｔｈｅｅ　ｔｈ
ｅｎ

　　Ｉｎ　ｏｍｍｏｕｓ　ｅｃ１１ｐｓｅ？ａ　ｔｈｏｕｓａｎｄ　ｙｅａｒｓ

Ｂｒｅｄ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｓ１ｍｅ　ｏｆ　ｄｅｅｐ　Ｏｐｐｒｅｓｓ１ｏｎ’ｓ　ｄ
ｅｎ

，

　　Ｄｙｅｄ　ａ１１ｔｈｙ１１ｑｕ１ｄ１１ｇｈｔ　ｗ１ｔｈ　ｂ１ｏｏｄ　ａｈｄ　ｔｅａｒｓ

Ｔ１１１ｔｈｙ　ｓｗｅｅｔ　ｓｔａｒｓ　ｃｏｕ１ｄ．ｗｅｅｐ　ｔｈｅ　ｓｔａｍ　ａｗａｙ
，

　　　　　Ｈｏｗ１１ｋｅ　Ｂａｃｃｈａｎａ１ｓ　ｏｆ　ｂ１ｏｏｄ

　　　　　Ｒｏｕｎｄ　Ｆｒａｎｃｅ
，ｔｈｅ　ｇｈａｓｔ１ｙ　ｖｍｔａｇｅ，ｓｔｏｏｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２０）

１７０



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保）

反射して、失神の中の幻影を消滅させた 、

　まるで墓の中のように、世界の民が倒れていた失神の 。

　　そして英国の予言者たちは汝を女王と歓呼した 、

　永遠に流れ続けて過ぎ去りはしない
　　　　　　　　　　二ころ
　　調べの歌で。汝、魂の目をもつ
　　　　　　　　　　　　　　ま　え
ミルトンの目に止まらずに彼の面前

　がっかり肩を落して通り過ぎはしなかった 、

　彼は、今悲しみの場からでも夜の彼方を見抜いた故に 。

８９

１４５

１５０

ＸＩ

懸命なる時間と足どり軽い幾年月が

　言わば、暁の光を受けた山頂に立った 、

彼等への期待と恐怖の大群が

　互いに暗くし合う喧騒を足踏み鳴らし、黙らせながら 。

そして大声で叫んだ「自由だ！」と 。「憤り」が

　　　洞窟から「隣み」だと答えた 。

　　　「死」は墓の中で青ざめ 、

「荒廃」は破壊者に「助けてくれ］とわめいた 。

　　　　　みずか
　その時、自らの輝かしい光の放出に包まれた

　　　「天界」の「太陽」のように、汝「自由」が現れたのだ 、

　国から国へ汝の敵を 、影のように追いながら 。

　　まるで人の夢見る真夜中に西の海の上空に

昼の光が空を破って現れたよう 、

　人々はっと跳び上る 、うれしい驚きによろめきつ 、

　　　　　　　まなこ
　汝の見慣れぬ眼球の電光のもと 。

１５５

１６０

１６５

ＸＩＩ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　まじない
汝地上の「天界」よ，　されはいかなる呪いが汝を棺布でおおい得たか 、

　険悪な日食時に。奥深い「圧制」の巣窟

泥沼から生れた　千年が 、

　汝の透明な光を血と涙で染めたのだ 、

汝の美しい星がその檬れを泣き晴らすまで 。

　　　何とまあ血に飢えたバッコスの信女の如く 、

　　　フランスの辺りに革命の寵児は 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２１）

１７０



９０ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

Ｄｅｓｔｒｕｃｔ１ｏｎ’ｓ　ｓｃｅｐｔｒｅｄ　ｓ１ａｖｅｓ，ａｎｄ　Ｆｏ１１ｙ’ｓ　ｍ１ｔｒｅｄ　ｂｒｏｏｄ，

Ｗｈｅｎ　ｏｎｅ
，１１ｋｅ　ｔｈ

ｅｍ
，ｂｕｔ　ｍ１ｇｈｔ１ｅｒ　ｆａｒ　ｔｈａｎ　ｔｈ

ｅｙ
，

　　　　Ｔｈｅ　Ａｎａｒｃｈ　ｏｆ　ｔｈｍｅ　ｏｗｎ　ｂｅｗ１ｌｄｅｒｅｄ　ｐｏｗｅｒｓ
，

　　Ｒｏｓｅ　ａｒｍ１ｅｓ　ｍｍｇ１ｅｄ　ｍ　ｏｂｓｃｕｒｅ　ａｒｒａｙ
，

　　　　Ｌｌｋｅ　ｃ１ｏｕｄｓ　ｗ１ｔｈ　ｃ１ｏｕｄ
ｓ， ｄａｒｋｅｎｍｇ　ｔｈｅ　ｓａｃｒｅｄ　ｂｏｗｅｒｓ

Ｏｆ　ｓｅｒｅｎｅ　Ｈ
ｅａｖｅｎ．Ｈｅ， ｂｙ　ｔｈｅ　ｐａｓｔ　ｐｕｒｓｕｅ

ｄ，

　　Ｒｅｓｔｓ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｏｓｅ　ｄｅａｄ，ｂｕｔ　ｕｎｆｏｒｇｏｔｔｅｎ　ｈｏｕｒｓ
，

Ｗｈｏｓｅ　ｇｈｏｓｔｓ　ｓｃａｒｅ　ｖ１ｃｔｏｒ　ｋｍｇｓ　ｍ　ｔｈｅ１ｒ　ａｎｃｅｓｔｒａ１ｔｏｗｅｒｓ
，

１７５

１８０

ＸＩＩＩ

Ｅｎｇ１ａｎｄ　ｙｅｔ　ｓ１ｅｅｐｓ　ｗａｓ　ｓｈｅ　ｎｏｔ　ｃａ１１ｅｄ　ｏｆ　ｏ１ｄ？

　　Ｓｐａｍ　ｃａ１１ｓ　ｈｅｒ　ｎｏｗ，ａｓ　ｗ１ｔｈ １ｔｓ　ｔｈｒ１ｌ１ｍｇ　ｔｈｕｎｄ
ｅｒ

Ｖｅｓｕｖｍｓ　ｗａｋｅｎｓ　Ａｅｔｎａ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｃｏ１ｄ

　　Ｓｎｏｗ－ｃｒａｇｓ　ｂｙ１ｔｓ　ｒｅｐ１ｙ　ａｒｅ　ｃ１ｏｖｅｎ　ｍ　ｓｕｎｄｅｒ

Ｏ’ｅｒ　ｔｈｅ１１ｔ　ｗａｖｅｓ　ｅｖｅｒｙ　Ａｅｏ１１ａｎ１ｓ１ｅ

　　　　　　Ｆｒｏｍ　
Ｐｌｔｈｅｃｕｓａ　ｔｏ　Ｐｅ１ｏｒｕｓ

　　　　　　Ｈｏｗ１ｓ，ａｎｄ１ｅａｐｓ，ａｎｄ．ｇ１ａｒｅｓ　ｍ　ｃｈｏｒｕｓ

Ｔｈｅｙ　ｃｒｙ
，‘Ｂｅ　ｄｍ ，ｙｅ１ａｍｐｓ　ｏｆ　Ｈｅａｖｅｎ　ｓｕｓｐｅｎｄｅｄ　ｏ’ｅｒ　ｕｓ一’

　　Ｈｅｒ　ｃｈａｍｓ　ａｒｅ　ｔｈｒｅａｄｓ　ｏｆ　ｇｏ１ｄ
，ｓ

ｈｅ　ｎｅｅｄ　ｂｕｔ　ｓｍ１１ｅ

　　　　Ａｎｄ　ｔｈｅｙ　ｄ１ｓｓｏ１ｖｅ ，ｂｕｔ　Ｓｐａｍ’ｓ　ｗｅｒｅ１ｍｋｓ　ｏｆ　ｓｔｅｅ１
，

　　Ｔｉ１１ｂｉｔ　ｔｏ　ｄｕｓｔ　ｂｙ　ｖｈｕｅ’ｓ　ｋｅｅｎｅｓｔ丘１ｅ

　　　　Ｔｗｍｓ　ｏｆ　ａ　ｓｍｇ１ｅ　ｄｅｓｔｍｙ，ａｐｐｅａ１

Ｔｏ　ｔｈｅ　ｅｔｅｍａ１ｙｅａｒｓ　ｅｎｔｈ
ｒｏｎｅ

ｄ　ｂｅｆｏｒｅ　ｕｓ

Ｉｎ　ｔｈｅ　ｄｍ　Ｗｅｓｔ ，ｍｐｒｅｓｓ　ｕｓ　ｆｒｏｍ　ａ　ｓｅａ１
，

　　Ａ１１ｙｅ　ｈａｖｅ　ｔｈｏｕｇｈｔ　ａｎｄ　ｄｏｎｅ，Ｔｍｅ　ｃａｍｏｔ　ｄａｒｅ　ｃｏｎｃｅａ１

１８５

１９０

１９５

ＸＩＶ

Ｔｏｍｂ　ｏｆ　Ａｒｍｍｍｓ，ｒｅｎｄｅｒ　ｕｐ　ｔｈｙ　ｄｅａｄ

　　Ｔ１ｎ，１１ｋｅ　ａ　ｓｔａｎｄａｒｄ　ｆｒｏｍ　ａ　ｗａｔｃｈ－
ｔｏｗｅｒ

’ｓ　ｓｔａｆｆ

，

Ｈ１ｓ　ｓｏｕｌ　ｍａｙ　ｓｔｒｅａｍ　ｏｖｅｒ　ｔｈｅ　ｔｙｒａｎｔ
’ｓ　ｈｅａｄ

　　Ｔｈｙ　ｖ１ｃｔｏｒｙ　ｓｈａ１ｌ　ｂｅ　ｈ１ｓ　ｅｐ１ｔａｐｈ
，

Ｗ１ｌｄ　Ｂａｃｃｈａｎａ１ｏｆ　ｔｍｔｈ’ｓ　ｍｙｓｔｅｒ１ｏｕｓ　ｗｍｅ
，

　　　　　　Ｋｍｇ－ｄ－ｅ１ｕｄｅｄ　Ｇｅｒｍａｎｙ
，

　　　　　　Ｈ１ｓ　ｄｅａｄ　ｓｐ１ｒ１ｔ１１ｖｅｓ　ｍ　ｔｈ
ｅｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２２）

２００



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保）

笏もてる「破壊」の奴隷、司教冠戴く「愚劣」の子としてたったではないか 。

　だがその時、バッコスの信女に似るもはるかに強力な一人が 、

　　即ち汝自身の戸惑う兵士の「混乱」が

　起った。隊列も 、定かならぬ入り乱れた軍隊が

　　雲と雲が入りまじる如く 、聖らかな「天界」の

聖なる深窓を暗くした。彼は、過去の時問に追われて 、

　死んではいるが忘れられぬ時間と共に休む 。

　そんな時間の亡霊は先祖からの塔にすむ王たちを征服するためしなし 。

９１

１７５

１８０

ＸＩＩＩ

　　　　　　　　　　　ま　え
英国はまだ眠っている 。以前にも起こされたではないか 。

　スペインが今起してくれている 、胸ときめかす轟音で 、

ヴェスーヴィオがエトナを起し、冷たい雪のゴッゴッ岩が

　山の答えでずたずたに裂けたように 。

光にきらめく波一面にイオリア族の島はみな 、

　　　ピテクーサ　　　　ペ０一ロス

　　　猿島から怪物島まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひか
　　　声を合わせてうなり跳ねて、まぶしく輝る 。

エトナの岩は叫ぶ、「ほの暗くなれ、頭上にさがる『天界』の灯火よ！」と 。

　英国の鎖は黄金の糸、英国は微笑むだけでよい 、

　　すれば自然に鎖は解ける 。だがスペインのは鋼鉄の鎖 、

　　　　　　　　　　やすり
　道徳の研ぎ澄ました鐘で粉砕されるまでは 。

　　一つの運命をもつ双子の子供！　おぼろな「西方」 、

　眼前に坐する不滅の年月に訴えよう 。

　　封を解いて我々に記臆１させよ 、お前たちの考え為した

　　すべてのことを！「時」はそれらを隠せない 。

１８５

１９０

１９５

ＸＩＶ

アルミニウスの墓よ 、汝の死者を渡せ！

　見張りの塔の旗竿から泳ぐ軍旗のように 、

彼の魂が圧制者の頭上に翻るまで 。

　汝の勝利を彼の碑文にしよう 、

真理という不可解な酒に酔い狂ったハソコスの信者よ 、

　　　王に欺かれたドイツよ 、

　　　　　　　　二ころ
　　　彼の死んだ精神は、汝の中に生きる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２３）

２００



９２ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

Ｗｈｙ　ｄｏ　ｗｅ　ｆｅａｒ　ｏｒ　ｈｏｐｅ？ｔｈｏｕ　ａ血ａ１ｒｅａｄｙ　ｆｒｅｅ－

　　Ａｎｄ　ｔｈｏｕ，１ｏｓｔ　Ｐａｒａｄ１ｓｅ　ｏｆ　ｔｈ１ｓ　ｄ１ｖｍｅ

　　　Ａｎｄ　ｇ１ｏｒ１ｏｕｓ　ｗｏｒ１ｄ－ｔｈｏｕ　Ｈｏｗｅｒｙ　ｗ１１ｄｅｍｅｓｓ，

　　Ｔｈｏｕ１ｓｌａｎｄ　ｏｆ　ｅｔｅｍ１ｔｙ，ｔｈｏｕ　ｓｈｒｍｅ

　　　Ｗｈｅｒｅ　Ｄｅｓｏ１ａｔ１ｏｎ　ｃｌｏｔｈｅｄ　ｗ１ｔｈ１ｏｖｅ１ｍｅｓｓ

Ｗｏｒｓｈ１ｐｓ　ｔｈｅ　ｔｈｍｇ　ｔｈｏｕ　ｗｅ血，Ｏ　Ｉｔａ１ｙ
，

　　Ｇａｔｈｅｒ　ｔｈｙ　ｂ１ｏｏｄ　ｍｔｏ　ｔｈｙ　ｈｅａ打 ，ｒｅｐｒｅｓｓ

　　Ｔｈｅ　ｂｅａｓｔｓ　ｗｈｏ　ｍａｋｅ　ｔｈｅ１ｒ　ｄｅｎｓ　ｔｈｙ　ｓａｃｒｅｄ　ｐａ１ａｃｅｓ

２０５

２１０

ＸＶ

Ｏｈ，ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｆｒｅｅ　ｗｏｕ１ｄ　ｓｔａｍｐ　ｔｈ
ｅ　ｍｐ１ｏｕｓ　ｎａｍｅ

　　Ｏｆ　Ｋｍｇ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　ｄｕｓｔ－ｏｒ　ｗｒ１ｔｅ１ｔ　ｔｈ
ｅｒｅ

，

Ｓｏ　ｔｈａｔ　ｔｈ１ｓ　ｂ１ｏｔ　ｕｐｏｎ　ｔｈｅ　ｐａｇｅ　ｏｆ　ｆａｍｅ

Ｗｅｒｅ　ａｓ　ａ　ｓｅｒｐｅｎｔ’ｓ　ｐａｔｈ，ｗｈ１ｃｈ　ｔｈｅ１１ｇｈｔ　ａ１ｒ

Ｅｒａｓｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ｛ａｔ　ｓａｎｄｓ　ｃ１ｏｓｅ　ｂｅｈｍｄ－

　　　　　Ｙｅ　ｔｈｅ　ｏｒａｃ１ｅ　ｈａｖｅ　ｈｅａｒｄ

　　　　　Ｌ１ｆｔ　ｔｈ
ｅ　ｖ１ｃｔｏｒｙ－Ｈ

ａｓｈｍｇ　ｓｗｏｒｄ，

Ａｎｄ　ｃｕｔ　ｔｈｅ　ｓｎａｋｙ　ｋｎｏｔｓ　ｏｆ　ｔｈ１ｓ　ｆｏｕｌ　Ｇ
ｏｒｄ１ａｎ　ｗｏｒｄ，

Ｗｈ１ｃｈ　ｗｅａｋ １ｔｓｅ１ｆ　ａｓ　ｓｔｕｂｂ１ｅ
，ｙｅｔ　ｃａｎ　ｂｍｄ

　　　Ｉｎｔｏ　ａ　ｍａｓｓ，１ｒｒｅｆｒａｇａｂｌｙ丘
ｒｍ ，

　　Ｔｈｅ　ａｘｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｒｏｄｓ　ｗｈ１ｃｈ　ａｗｅ　ｍａｎｋｍｄ
，

　　　Ｔｈｅ　ｓｏｍｄ　ｈａｓ　ｐｏｉｓｏｎ　ｉｎ　ｉｔ，’ｔｉｓ　ｔｈ
ｅ　ｓｐｅｒｍ

Ｏｆ　ｗｈａｔ　ｍａｋｅｓ１１ｆｅ　ｆｏｕ１，ｃａｎｋｅｒｏｕｓ，ａｎｄ　ａｂｈｏｒｒｅｄ，

　　Ｄ１ｓｄａｍ　ｎｏｔ　ｔｈｏｕ，ａｔ　ｔｈｍｅ　ａｐｐｏｍｔｅｄ　ｔｅｒｍ

　Ｔｏ　ｓｅｔ　ｔｈｍｅ　ａｒｍさｄ　ｈｅｅ１ｏｎ　ｔｈ１ｓ　ｒｅ１ｕｃｔａｎｔ　ｗｏｒｍ

２１５

２２０

２２５

ＸＶＩ

Ｏｈ，ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｗ１ｓｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ１ｒ　ｂｒ１ｇｈｔ　ｍｍｄｓ　ｗｏｕｌｄ　ｋｍｄ１ｅ

　　Ｓｕｃｈ１ａｍｐｓ　ｗ１ｔｈｍ　ｔｈｅ　ｄｏｍｅ　ｏｆ　ｔｈ１ｓ　ｄ１ｍ　ｗｏｒ１ｄ
，

Ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｐａ１ｅ　ｎａｍｅ　ｏｆ　ＰＲＩＥｓＴ　ｍ１ｇｈｔ　ｓｈｒｍｋ　ａｎｄ　ｄｗｍｄ１ｅ

　　Ｉｎｔｏ　ｔｈ
ｅ　ｂｅ１１ｆｒｏｍ　ｗｈ１ｃｈ１ｔ丘ｒｓｔ　ｗａｓ　ｈｕｒ１ｅｄ，

Ａ　ｓｃｏ伍ｏｆ　ｍｐ１ｏｕｓ　ｐｒ１ｄｅ　ｆｒｏｍ丘ｅｎｄｓ　ｍｐｕｒｅ
，

　　　　　Ｔ１１１ｈｕｍａｎ　ｔｈｏｕｇｈｔｓ　ｍ１ｇｈｔ　ｋｎｅｅ１ａｌｏｎｅ
，

　　　　　Ｅａｃ
ｈ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔｈｅ　ｊｕｄｇｅｍｅｎｔ－ｔｈ

ｒｏｎｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２４）

２３０



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保）

なぜ我々は恐れたり望んだりするのか、汝すでに自由なり 。

　そして汝、この聖にして栄光ある世界の

　　失われた楽園よ！　汝花咲く原野よ！
　　と二しえ
　汝永遠の島よ！　汝「荒廃」が

　　美しく着飾 って、過去の汝を
　　　　やしろ
信仰する社よ！　おおイタリアよ 、

　汝の血潮を汝の心臓に集めよ 、

　獣どもを鎮圧しろ 、汝の聖なる宮殿をその巣窟にする獣を 。

９３

２０５

２１０

ＸＶ

おお、解き放たれた者がｒ王」という邪悪な名を

　踏みしだいてやればよい！　それとも砂上に書いてやればよい

名だたるぺ一ジのこの汚点 、

　蛇の通った跡のよう 、軽い風に吹き消され 、

後から砂が平らに閉じてしまうよう 。

　　　汝等神託聞いたのだ 。

　　　　　ひらめ　　つるぎ
　　　勝利閃く剣を上げよ 、

そして断て、この不潔不落の「王」なる言葉絡みついた結ぴ目を 。

　この言葉、そのものは弱いこと切株のごとしだが 、

　　　　　　　　　　おの　　かんじよう
　　人類に畏敬を与う斧、官杖を

　論駁与わぬ断乎たる大集団に結束させる 。

　　その響きの中に毒がある 。これまさに精液で 、

生を忌まわしく腐敗させ、忌み嫌われるものにする 。

　ためらう勿れ、いざという期に及んでは 、

　この引きぎわ悪い害虫を 、武装の踵で踏みつけること 。

２１５

２２０

２２５

ＸＶＩ

　　　　　　　　　　　二ころ　　　　　あかり
おお、賢者その輝かしい精神から灯火を
　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ら

　点火けてくれたらなあ、薄暗い世界のドームの中に 。

消えかけの「僧侶」という名、縮み細 って 、

　もともとそこから放り上げられた地獄に落ちて 、

不敬な傲慢、悪鬼たちの笑いぐさになるように 。

　　　　　　　　ひ　と　　　　　　　　　　　ひざまづ
　　　その暁に、人間の思想は独り脆く 、

　　　　　みずか
　　　各人自らの恐れをを知らぬ魂か 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２５）

２３０



９４ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

Ｏｆ １ｔｓ　ｏｗｎ　ａｗｅ１ｅｓｓ　ｓｏｕｌ，ｏｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｐｏｗｅｒ　ｕｎｋｎｏｗｎ，

　　０ｈ，ｔｈａｔ　ｔｈ
ｅ　ｗｏｒｄｓ　ｗｈ１ｃｈ　ｍａｋｅ　ｔｈｅ　ｔｈｏｕｇｈｔｓ　ｏｂ

ｓｃｕｒｅ

　　　Ｆｒｏｍ　ｗｈ１ｃｈ　ｔｈ
ｅｙ　ｓｐｒｍｇ，ａｓ　ｃ１ｏｕ（１ｓ　ｏｆ　ｇ１ｍｍｅｒｍｇ　ｄ

ｅｗ

　　Ｆｒｏｍ　ａ　ｗｈ１ｔｅ１ａｋｅ　ｂ１ｏｔ　Ｈ
ｅａｖｅｎ

’ｓ　ｂ１ｕｅ　ｐｏ血ａ１ｔｕｒｅ
，

　　　Ｗｅｒｅ　ｓｔｒ１ｐｐｅｄ　ｏｆ　ｔｈｅ１ｒ　ｔｈｍ　ｍａｓｋｓ　ａｎｄ　ｖａｒ１ｏｕｓ　ｈｕｅ

Ａｎｄ　ｆｒｏｗｎｓ　ａｎｄ　ｓｍ１１ｅｓ　ａｎｄ　ｓｐ１ｅｎｄｏ肚ｓ　ｎｏｔ　ｔｈｅ１ｒ　ｏｗｎ
，

　　Ｔ１１１ｍ　ｔｈｅ　ｎａｋｅｄｎｅｓｓ　ｏｆ　ｆａ１ｓｅ　ａｎｄ　ｔｒｕｅ

　　Ｔｈｅｙ　ｓｔａｎｄ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔｈｅ１ｒ　Ｌｏｒｄ，
ｅａｃ

ｈ　ｔｏ　ｒｅｃｅ１ｖｅ１ｔｓ　ｄｕｅ，

２３５

２４０

ＸＶＩＩ

Ｈｅ　ｗｈｏ　ｔａｕｇｈｔ　ｍａｎ　ｔｏ　ｖａｎｑｕ１ｓｈ　ｗｈａｔｓｏｅｖｅｒ

　　Ｃａｎ　ｂｅ　ｂｅｔｗｅｅｎ　ｔｈｅ　ｃｒａｄ１ｅ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｇｒａｖｅ

Ｃｒｏｗｎｅｄ　ｈｍ　ｔｈｅ　Ｋｍｇ　ｏｆ　Ｌ１ｆｅ　Ｏｈ，ｖａｍ　ｅｎｄｅａｖｏｕｒ－

　　Ｉｆ　ｏｎ　ｈ１ｓ　ｏｗｎ　ｈ１ｇｈ　ｗｌ１１，ａ　ｗ１１１ｍｇ　ｓ１ａｖｅ
，

Ｈｅ　ｈａｓ　ｅｎｔｈ
ｒｏｎｅ

ｄ　ｔｈｅ　ｏｐｐｒｅｓｓ１ｏｎ　ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｏｐｐｒｅｓｓｏｒ

　　　　　Ｗｈａｔ１ｆ　ｅａｉｈ　ｃａｎ　ｃ１ｏｔｈｅ　ａｎｄ　ｆｅｅｄ

　　　　　Ａｍｐ１ｅｓｔ　ｍ１ｌ１１０ｎｓ　ａｔ　ｔｈｅ１ｒ　ｎｅｅｄ
，

Ａｎｄ　ｐｏｗｅｒ　ｍ　ｔｈｏｕｇｈｔ　ｂｅ　ａｓ　ｔｈｅ　ｔｒｅｅ　ｗ１ｔｈｍ　ｔｈｅ　ｓｅｅｄ？

　　Ｏｒ　ｗｈａｔ１
ｆ　Ａｒｔ，ａｎ　ａｒｄｅｎｔ　ｍｔｅｒｃｅｓｓｏｒ

，

　　　　Ｄｒ１ｖｍｇ　ｏｎ丘ｅｒｙ　ｗｍｇｓ　ｔｏ　Ｎａｔｕｒｅ
’ｓ　ｔｈ

ｒｏｎｅ
，

　　Ｃｈｅｃ
ｋｓ　ｔｈｅ　ｇｒｅａｔ　ｍｏｔｈｅｒ　ｓｔｏｏｐｍｇ　ｔｏ　ｃａｒｅｓｓ　ｈ

ｅｒ
，

　　　　Ａｎｄ　ｃｒ１ｅｓ　‘ｇ１ｖｅ　ｍｅ，ｔｈｙ　ｃｈｌ１ｄ，ｄｏｍｍ１ｏｎ

Ｏｖｅｒ　ａ１１ｈｅ１ｇｈｔ　ａｎｄ　ｄｅｐｔｈ’？１ｆ　Ｌ１ｆｅ　ｃａｎ　ｂｒｅｅｄ

　　Ｎｅｗ　ｗａｎｔｓ　ａｎｄ　ｗｅａ１ｔｈ　ｆｒｏｍ　ｔｈｏｓｅ　ｗｈｏ　ｔ０１１ａｎｄ　ｇｒｏａｎ

　　Ｒｅｎｄ　ｏｆ　ｔｈｙ　ｇ１ｆｔｓ　ａｎｄ　ｈｅｒｓ　ａ　ｔｈｏｕｓａｎｄｆｏ１ｄ－ｆｏｒ　ｏｎｅ，

２４５

２５０

２５５

ＸＶＩＩＩ

Ｃｏｍｅ　ｔｈｏｕ，ｂｕｔ１ｅａｄ　ｏｕｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｍｏｓｔ　ｃａｖｅ

　　Ｏｆ卿ａｎ’ｓ　ｄｅｅｐ　ｓｐ１ｒ１ｔ，ａｓ　ｔｈ
ｅ　ｍｏｍｍｇ－ｓｔａｒ

Ｂｅｃｋｏｎｓ　ｔｈｅ　Ｓｕｎ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　Ｅｏａｎ　ｗａｖｅ
，

Ｗ１ｓｄｏｍ　Ｉ　ｈｅａｒ　ｔｈｅ　ｐｅｍｏｎｓ　ｏｆ　ｈｅｒ　ｃａｒ

Ｓｅ１ｆ
－ｍｏｖｍｇ

，１１ｋｅ　ｃ１ｏｕｄ　ｃｈａｒ１ｏｔｅｄ　ｂｙ　Ｈａｍｅ
，

　　　　　Ｃｏｍｅｓ　ｓ
ｈｅ　ｎｏｔ，ａｎｄ　ｃｏｍｅ　ｙｅ　ｎｏｔ

，

　　　　　Ｒｕｌｅｒｓ　ｏｆ　ｅｔｅｍａ１ｔｈｏｕｇｈｔ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２６）

２６０



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリ「自由への賦」（神保）

知られぬｒ力」の玉座の前に 。

　おお、丁度白い湖から昇るきらきら輝く露の成す
　　　　　　　　　　すがた　　よ二
　　雲の群が天の青い姿を汚すように 、

　言葉が生れた源の思想をあいまいなものにする 、

　　そんな言葉から 、うすい仮面や色とりどりや

もともとなかった渋面や微笑や光輝取っ払へ 、

　そして遂には裸の虚か実で
　あるじ
　ｒ主」の前に立つがよい、各言葉それぞれに応分受け取るそのために 。

９５

２３５

２４０

ＸＶＩＩ

ゆりか二

揺藍から墓場までにあるものすべて
　　　　　　ひ　と
　征服しろと人間に教えたその本人が
ひ　と

人間を「この世」の「王」にした。おお、何と無益な苦労かな 。

　　　みずから　　　　二うまい

　もし自らの高適な意志に基づき 、奴隷志願者を 、

即ち圧制と圧制者もろともに彼が玉座に着かせたとしたら 。

　　　もしも大地が衣食与えたとしたら 、

　　　何百万余に必用なだけ与えたならはとうだろう ？

　　　　　　　　　　　　　　たね
そして思想に秘められた力が、種の中の樹木だとしたら？

　又もし熱烈なる仲介者「芸術」が 、

　　燃える翼をｒ自然」の玉座まで駆り立てて 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と
　偉大なる母「大地」が「自然」を抱こうと屈むを止めて 、

　　叫ぶとしたらどうだろう？「私に与えよ 、汝の子供を 、

すべての山や海の支配権を」と 。もしこの世が

　新たな欲望を生み続け、「富」が労働し苦しむ人々から 、

　ｒ自由」やｒ大地」の贈物を　千倍も一人のために強奪したらとうだろう ？

２４５

２５０

２５５

ＸＶＩＩＩ

　　　　　　　　　　ひ　と　　　こころ
ｒ自由」よ来い、だが人問の精神の一番奥の
　　　　　　あけ
　洞窟から 、明の明星が

「暁」の海から「太陽」を招くように 、

　「知」を導き出せ。「知」の車の翼がひとりでに

動く音がする 、太陽の炎に乗った雲のように 。

　　　「知」が、そしてお前たち

　　　不滅の思想の支配者たちが来るではないか 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２７）

２６０



９６ 立命館経済学（第５０巻 ・第４号）

Ｔｏ　ｊｕｄｇｅ，ｗ１ｔｈ　ｓｏｌｅｍｎ　ｔｒｕｔｈ，１１ｆｅ’ｓ１１１－
ａｐｐｏｒｔ１ｏｎｅｄ１ｏｔ？

　　Ｂ１ｍｄ　Ｌｏｖｅ
，ａｎｄ　ｅｑｕａｌ　Ｊｕｓｔ１ｃｅ，ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｆａｍｅ

　　　Ｏｆ　ｗｈａｔ　ｈａｓ　ｂｅｅｎ，ｔｈｅ　Ｈｏｐｅ　ｏｆ　ｗｈａｔ　ｗｉ１１ｂｅ　Ｐ

　　Ｏ　Ｌ１ｂｅ廿ｙ，１ｆ　ｓｕｃｈ　ｃｏｕ１ｄ　ｂｅ　ｔｈｙ　ｎａｍｅ
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ａｍｏｎｙ

２６５

２７０

ＸＩＸ

Ｐａｕｓｅｄ， ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｓｐ１ｒ１ｔ　ｏｆ　ｔｈａｔ　ｍ１ｇｈｔｙ　ｓｍｇｍｇ

　　Ｔ０１ｔｓ　ａｂｙｓｓ　ｗａｓ　ｓｕｄｄｅｎ１ｙ　ｗ１ｔｈｄ
ｒａｗｎ，

Ｔｈｅｎ
，ａｓ　ａ　ｗ１１ｄ　ｓｗａｎ，ｗｈｅｎ　ｓｕｂｌｍｅ１ｙ　ｗｍｇｍｇ

　　Ｉｔｓ　ｐａｔｈ　ａｔｈｗａ廿ｔｈｅ　ｔｈｕｎｄ
ｅｒ

－ｓｍｏｋｅ　ｏｆ　ｄａｗｎ
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，一

　　Ｍｙ　ｓｏｎｇ，１ｔｓ　ｐｍ１ｏｎｓ　ｄ
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’ｓ　ｈｅａｄ　ｍ　ｔｈｅ１ｒ　ｔｅｍｐｅｓｔｕｏｕｓ　ｐ１ａｙ
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２８５
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　　　Ｗｏｒｓ
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　　Ｔｈｅ　ｓｐ１ｅｎｄｏｕｒ　ｏｆ １ｔｓ　ｐｒｅｓｅｎｃｅ，ａｎｄ　ｔｈｅ１１ｇｈｔ

　　　　　Ｐｅｎｅ位ａｔｅｓ　ｔｈｅ１ｒ　ｄｒｅａｍ１１ｋｅ　ｆｒａｍｅ

　　Ｔ１１ｌ　ｔｈｅｙ　ｂｅｃｏｍｅ　ｃ
ｈａｒｇｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ　ｏｆ｛

ａｍｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２８）



　　　　　　　　　　　　パーシー・ ビッシュ ・シェリｒ自由への賦」（神保）

厳粛な真理に照らして、この世の不当な運命を裁くために？

　盲目の愛、平等なる正義、来し方の名声 、

　　来たるべきものへの希望が 。

　おお「自由」よ！　もしこれが汝の名ならば

　　汝はこれから引き離されたのか、それとも彼等が汝から？

もし汝の名あるいは彼等の名が血か涙で

　買うべき宝ならば？　賢者と自由者は

　涙を流し、涙にも似た血を流したではないか？　　厳かな調べは

９７

２６５

２７０

ＸＩＸ

休止した。そしてあの堂々と歌っていた精霊は

　突如元来た天の深淵へ引き込められた
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　ぎすると 、まるで野の白鳥が暁の雷雲を横切り

　堂々と飛翔している時に 、

雷電が脳天を貫くと 、

　　　空中の黄金の光の中を真逆様に 、

　　　強烈な音響の平原に落下するように 、

まるで夏の雲が、雨の重荷がとれて、消滅するように 、

　まるで消え行く夜と共に彼方の弱い星の光が消えるように
、

　　まるで短命の昆虫が日暮れと共に死ぬように
、

　私の歌は、その翼から力を奪われて 、

　　うなだれた。その上には歌の飛翔を支えていた

大いなる声の木魂がはるか彼方から翼を閉じた
。

　丁度先ほどまで彼が進む先々の水面を成していた波が

　溺死者の頭のまわりに音をたて嵐のようにたわむれる如くに 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８２０年）

２７５

２８０

２８５

「自由への賦」の不採用詩句

［１８６２年ガーネ ット博士『シェリ遺稿集』で出版１
ひと　　みとう　こころ　ほら
人問の未踏の精神の洞の
　　　みくら　　みすがた
　高き御座に「御像」ひとつ、余りに烈しい美しさ

、

　　　　　　　 二…ろ

近くへ遊ぶ冒険 ・し・の思想たち
、

　　　　あが　　　　　　ひざまづ

　これを崇めて、脆き 、震えつ、像の
しん

心から出づる光輝を帯びて、光は

　　　彼等の夢見る体躯貫いて 、

遂には彼等燃える炎の力に充ちる
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２９）
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